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成人期のADHD(注意欠陥多動性障害)をお持ちではありませんか？ 
以下の自己記入式症状チェックリストをご利用ください。 

多くの成人がADHDをかかえて生きているにもかかわらず、それを自覚していません。なぜなら、その症状は

ストレスの多い生活によるものと勘違いされやすいからです。ストレスに似たフラストレーションにこれまで

のほとんどの人生を通じて悩まされてきた人は、成人期のADHDである可能性があり、その場合は医師の診断

と治療を受けることができます。 

 

以下のチェックリストは、あなたが成人期のADHDの徴候や症状をもっているかどうかを判断する一助となり

ますが、この分野の専門家による診断に取って代わるものではありません。正確な診断は臨床評価によっての

み可能です。以下の質問への回答の結果にかかわらず、成人期のADHDの診断や治療を受ける必要があると思

われる場合は医師にご相談ください。 

 
この Adult Self-Report Scale-V1.1 (ASRS-V1.1) Screener （成人期のADHD自己記入式スクリーニング）は18歳以上を対象としてい

ます。 
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1.  物事を行うにあたって、難所は乗り越えたのに、詰めが甘くて仕上げ

るのが困難だったことが、どのくらいの頻度でありますか。 

     

2.  計画性を要する作業を行なう際に、作業を順序だてるのが困難だった

ことが、どのくらいの頻度でありますか。 

     

3.  約束や、しなければいけない用事を忘れたことが、どのくらいの頻度

でありますか。 

     

4.  じっくりと考える必要のある課題に取り掛かるのを避けたり、遅らせ

たりすることが、どのくらいの頻度でありますか。 

     

5.  長時間座っていなければならない時に、手足をそわそわと動かした

り、もぞもぞしたりすることが、どのくらいの頻度でありますか。 

     

6.  まるで何かに駆り立てられるかのように過度に活動的になったり、何

かせずにいられなくなることが、どのくらいの頻度でありますか。 

     

グレーで色づけした部分にチェックがいくつあるかを数えます。４つ以上チェックがついている場合、あな

たの症状は成人期のADHDに該当している可能性があります。医療の専門機関でさらなる評価を受けることを

お勧めします。 

 

 



成人期の ADHDの自己記入式スクリーニングの重要性 
 

研究によれば、ADHDの症状は成人になっても持続し、その障害をもつ人の人間関係

やキャリア、さらには個人の安全にさえも深刻な影響を与えかねません 1-4。また

ADHDはしばしば誤解を受けやすいため、この障害をもちながらも適切な治療を受け

ることができず、その結果として自分の持つ潜在能力を最大限に活かすことなく人生を

送ってしまうケースがあります。問題の一端は、この障害の診断が、特に成人において

困難であるというところにあります。 

 

成人期の ADHD自己記入式症状チェックリスト (ASRS-v1.1) は世界保健機構 (WHO)と

下記の研究者よりなる成人期の ADHD作業グループが協力して作成しました： 

 

Lenard Adler, MD  

Associate Professor of Psychiatry and Neurology  

New York University Medical School  

ニューヨーク大学医学部 精神・神経医学科准教授 レナード・アドラー医学博士 

Ronald Kessler, PhD  

Professor, Department of Health Care Policy  

Harvard Medical School  

ハーバード大学医学部 ヘルスケアポリシー部門教授 ロナルド・ケスラー医学博

士 

Thomas Spencer, MD  

Associate Professor of Psychiatry  

Harvard Medical School  

ハーバード大学医学部 精神医学科准教授 トーマス・スペンサー医学博士 

 

医師や専門家の方々はこのASRS-v1.1を成人期のADHDのスクリーニングツールとして

利用し、その結果によっては、さらに詳しい臨床面接を考慮されるとよいでしょう。

ASRS-v1.1の質問事項はDSM-IV での基準と合致しており、成人期のADHD特有の症状

に焦点を当てています。DSM-IVではまた、正しい診断のためには症状や障害、既往歴

が重要であるとされており、チェックリストの質問内容はそれを反映しています。 

このスクリーニングを行うことにより、診断プロセスにおける重要な補足情報がわずか

5分で得られます。 
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